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障人西 市藤 と人、人と地域とのつながりが
希薄になっていると思える状態

を現在の社会問題と受け止め、藤枝に
「縁」のある若者が集まり、「つながり」
をテーマに活動している。東日本大震
災の被災地支援や放置竹林伐採、エコ
キャンドル作りなど、さまざまな活動
を通して思いやりや縁の大切さを訴え
ながら、世代と世代をつなぎ、藤枝を
若者から活性化させることを目的とし
て活動している。若い力で築いた絆は、
人々の心を照らしている。

枝駅南口広場で実施している
「ルミスタふじえだ」にイルミ

ネーションを設置し、藤枝駅周辺のに
ぎわいを創出している。その模様はさ
まざまなメディアに取り上げられ、藤
枝駅周辺は、市内外から多くの人たち
が訪れる観光スポットとなった。ま 
た、くみ上げた温泉を使って設置した

「足湯」も行き交う人々に癒しの場を
提供している。冬の景色に幻想的な光
のアートをともし、訪れた人に憩いと
癒やしを与えている。

害のあるメンバーが自立した日
常生活や社会生活を営むことを

目的に、パンの製造・販売・カフェの
運営を行っている。農商工連携・６次
産業化推進により自家栽培の小麦と茶
農家の有機栽培紅茶を組み合わせた無
添加紅茶クッキーなどの焼菓子を販 
売。また、焼酎の開発のため、シモン
芋（白さつま芋）を栽培から行い、藤
枝の特産品づくりにも積極的に取り組
んでいる。「食」を通じ、誰もが生き
生き生活できる社会を目指している。

益津中学校の伝統は「合唱」。学
校・学級づくりの柱として、特 

に力を入れ取り組んでいる。本年度、
NHK全国学校音楽コンクールと関東
合唱コンクールの静岡県大会で共に金
賞を受賞。また、全国中学生創造もの
づくり教育フェアのアイディアバッグ
部門で東海北陸大会優勝、お弁当・ロ
ボットコンテスト部門は県大会優勝な
ど多岐にわたる分野での活躍が顕著で
あった。何事にも進んで挑戦し、中学
生の力で藤枝の名を全国に轟かせた。

内在住の陶芸家。陶器に繊細か
つ力強く作り上げた伝統の技

法「瀬戸染
そ め

付
つ け

」で、鉄線や椿など自然
の美しさを優美に描く。本年度の日本
伝統工芸展において４度目の入選を果
たし、人間国宝も在籍する日本工芸会
正会員に認定された。本市では初とな
る快挙である。また、これを受け、市
の最高賞である「市表彰」の受賞者に
は、彼女の作品が記念品として贈られ
た。土に命を吹き込み、美しい感性の
花を咲かせている。

あったかウィンド賞
特定非営利活動法人 風

おもいやり絆賞
藤
ふ じ

縁
え ん

さわやか匠
た く み

賞
小形こず恵さん

あふれるジュニアパワー賞
西益津中学校 課外活動

にぎわい創出賞
オーレ藤枝

●岸 俊子理事長からひとこと
地域の皆さんに支えられて障害のある
人の自立支援をしています。障害・健
常者、性別や年齢を問わず、多彩な形
で「元気なまち藤枝づくり」のお役に
立っていきたいと心から願い、行動し
ていきます。

●大場唯
ゆい

央
おう

代表からひとこと
私たちはそれぞれが仕事・家庭を持ち
資金的・時間的に制約がある中、でき
る範囲で社会活動をしてきました。こ
うした若者の団体が増えると同時に、
理解し支援して下さる人が増えればさ
らに元気なまちになると思います。

●小形こず恵さんからひとこと
生まれ育った藤枝で、染付の制作を始
めて12年たち、昨年ようやく目標にた
どり着きました。奥深い伝統の技術に
自分らしさを加えて、これからも用と
美を兼ね備えた染付の器作りをできる 
限り長く続けていきたいと思います。

●三浦夏
なつ

海
み

コーラス部部長からひとこと
仲間で一丸となって一つの事に取り組
む姿を見て、改めてチームワークの素
晴らしさや努力することの大切さを感
じました。今後さらに活気溢れる西中
をつくっていけるよう、みんなで努力
したいと思います。

●オーレ藤枝担当・髙橋勇太さんからひとこと
まちづくり藤枝をはじめとした多くの
関係者の皆さんのおかげで、点灯式も大
成功で幕を閉じることができました。
今後も、藤枝市が「元気なまち」、そ
して「選ばれるまち」となるために協
力していきたいと思います。

平
成
24
年
度　

元
気
な
ま
ち
藤
枝
づ
く
り
大
賞 

発
表

C
O

N
G

R
A

T
U

L
A

T
I

O
N

S
藤
枝
の
誇
り

市
民
の
皆
さ
ん
に
元
気
を
与
え
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
「
元
気
な
ま
ち
藤
枝
づ
く
り
大
賞
」。

本
年
度
も
、
1
月
25
日
に
１
個
人
４
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

問
秘
書
課
　
☎
６
４
３
・
３
１
１
１
　
内
線
３
０
３
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１
月
15
日
、
藤
枝
・
焼
津
両
市

長
に
よ
る
ト
ッ
プ
会
談
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

藤
枝
・
焼
津
の
両
市
長
に
よ
る

ト
ッ
プ
会
談
は
通
算
で
５
回
目
。

昨
年
12
月
24
日
に
就
任
さ
れ
た
中

野
弘
道
・
焼
津
市
長
と
は
今
回
が

初
め
て
の
会
談
と
な
り
ま
し
た
。

会
談
で
は
、
こ
れ
ま
で
両
市
で

推
進
し
て
き
た
連
携
施
策
の
継
続

と
、
次
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
連

携
の
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

◦
消
防
広
域
化
に
伴
う
合
同
防
災

訓
練
の
実
施

◦
広
域
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
推
進

◦
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

広
域
観
光
の
推
進

◦
市
民
向
け
の
各
種
制
度
の
調
整

本
市
出
身
で
「
魂
の
俳
人
」
と

し
て
知
ら
れ
る
村
越
化
石
さ
ん
の

名
前
を
冠
す
る
俳
句
大
会
の
表
彰

式
が
、
１
月
20
日
、
市
民
ホ
ー
ル

お
か
べ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
回
目
と
な
る
今
回
は
、
１
９

８
２
点
の
応
募
が
あ
り
、
村
越
化

石
賞
に
は
、
小
学
校
低
学
年
の
部

で
「
太
よ
う
の　

中
で
か
が
や
く

ぎ
ん
や
ん
ま
」
の
句
を
詠
ん
だ
下

田
理り

音ん

さ
ん
（
青
島
東
小
３
年
）

が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
次
の
３
人
が

選
ば
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

小
学
校
高
学
年
の
部

　

横
山　

翔し
ょ
う

（
青
島
北
小
５
年
）

中
学
校
の
部

　

実じ
つ

石い
し

理り

子こ

（
焼
津
市
和
田
中
３
年
）

一
般
の
部

磯
部
和
子
（
泉
町
）

今後の連携強化を確認〜焼津市長と５回目のトップ会談〜 問広域連携室　内線343

発達の課題を地域で考えよう〜地域療育を高める研修会〜 問子ども家庭相談センター　内線608

市内外から1982点の応募〜村越化石俳句大会表彰式〜 問街道・文化課　内線755

藤の里ニュースネットワークは、市政の動き
を分かりやすくお知らせするコーナーです。

ネットワークニュース

Feb.

藤の里

Fujieda City News

特別賞に齋藤愛乃さん～社会を明るくする運動作文コンテスト～ 問市民相談センター　内線672

発
達
に
課
題
の
あ
る
子
ど
も
を

抱
え
る
家
族
の
た
め
の
「
地
域
療

育
を
高
め
る
た
め
の
研
修
会
」
を

１
月
12
日
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

行
政
主
導
で
、
家
族
を
対
象
と

し
て
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
の

は
県
内
で
も
少
な
く
、
今
回
は
４

回
目
の
開
催
。
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
の
森 

亜
矢
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、「
動
作
性
の
低
い
子
へ

の
支
援
の
あ
り
方
、
家
庭
で
取
り

組
む
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

を
テ
ー
マ
に
実
践
を
交
え
た
講
義

を
行
い
ま
し
た
。
森
さ
ん
は「“
子

ど
も
を
変
え
よ
う
”
と
す
る
の
で

は
な
く
、“
手
立
て
”
や
“
支
援

の
方
法
”を
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

１
月
21
日
、
第
62
回
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
静
岡
県
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
状
伝
達
式
が
、

ザ
・
グ
ラ
ン
ド
テ
ィ
ア
ラ
藤
枝
で

開
催
さ
れ
ま
し
た

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
齋
藤
愛よ

し

乃の

さ
ん
（
広
幡
中
３
年
）
が
静
岡
県

保
護
司
会
連
合
会
会
長
特
別
賞
を

受
賞
。
望
月
康
平
さ
ん
（
広
幡
中

３
年
）
が
佳
作
に
入
り
ま
し
た
。

表
彰
状
を
渡
さ
れ
る
と
、
齋
藤

さ
ん
は
「
学
校
の
委
員
会
活
動
を

通
し
て
先
生
や
友
だ
ち
か
ら
支
え

て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
優

し
さ
が
社
会
を
明
る
く
す
る
ん
だ

と
思
い
、
作
文
を
書
こ
う
と
思
い

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ポイントをためるともらえる「ふじの
くに健康いきいきカード」についてお
答えします！

Ｑ　どんなお店で使えるの？
Ａ　お店の玄関やレジなどに貼ってあ
る、協力店のポスターが目印です。
　　現在、飲食店・スイーツ店・洋品
店・映画館・ガソリンスタンド・カ
ラオケ店など、市内を中心に約50
店舗の協力店があります。協力店は
県内全域に拡大中です。

Ｑ　カードの使い方は?
Ａ　カードは、取得した本人のみが使
えます。協力店でカードを提示して
ください。カードの有効期限内で、
協力店の使用条件を満たせば、何回
でも使えます。

Ｑ　どんな「特典」があるの?
Ａ　協力店舗により内容が違います。
「お買い物総額の５%OFF」や「お
食事をした人にコーヒー１杯サービ
ス」などの「特典」が受けられます。
　　他にも、イベントでプレゼントが
もらえるなどのお楽しみがあります。

Ｑ　カードに有効期限はあるの？
Ａ　有効期限は、発行日から１年間で
す。有効期限が切れる前に、また健
康マイレージのチャレンジをしてポ
イントをためましょう。

「健康マイレージ」とは、市民の健
康づくりを応援する新しい仕組みです。
対象は、市内に住んでいるか通勤・
通学している18歳以上（平成24年４
月１日現在）の人で、その対象者が、
・自分で立てた運動目標を達成
・体重を毎日測定する
・健康診断を受診
・健康講座やスポーツ教室、マラソン
　大会などのイベントに参加
など、健康づくりの
取り組みをした場合
にポイント（マイル）
を付与。一定のポイ
ントをため、申請す
ると、「ふじのくに健康いきいきカー
ド」を手に入れられるというものです。

ふ
じ
え
だ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

Ｗ
ｅ
ｂ
版
が
ス
タ
ー
ト
!!

昨
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ふ
じ
え
だ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
が
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
パ
ソ
コ
ン
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
記
録
や
申
請
な
ど
が
手
軽
に
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。	
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
健
康
企
画
課　

☎
６
４
５
・
１
１
１
３

健康マイレージって？

Webシステムでは、何が
できるの？

市の健康カレンダーが閲覧できます

　携帯電話などで、健康相談、栄養
相談、乳幼児健診などの日程や休日
当番医が検索・閲覧できます。

協力店のお得な情報をGET!!

　最新の協力店の検索・閲覧やイベ
ント情報、お得情報を入手できます。

「ふじのくに健康いきいきカード」
とは？

【登録はコチラ】
　携帯電話・スマートフォンからこち
らのＱＲコードでアクセス、または、
https://fujieda-mileage.net/web/kenko
にアクセスしてください。
※「fujieda-mileage.net」のドメイ
ンからのメールを受信可能にしてく
ださい。
※本サービスの利用は無料ですが、登
録、記録などの際の通信、メールの
送受信にかかるパケット通信料や通
信費についてはご利用者の負担とな
ります。また、本サービスは利用者
の使用機種や設定によってはご利用
いただけない場合があります。

み
ん
な
で

健
康
チ
ャレ
ン
ジ
！

自分の健康チャレ
ンジの達成内容につ
いて入力が簡単にで
きる他、次のような特徴があります。

※Web版では、
申請を確認し
た後、カード
を郵送でお届
けします。

『歩いて健康バーチャル東海道の旅』
が体験できます

　日々の歩数を入力して、東海道の
旅を擬似体験。スタートおよびゴー
ルは東京日本橋または京都三条大橋、
藤枝宿のいずれかを選択できます。
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１月13日、中学校区ごとに市成人式を開催し、
新成人1,409人の門出を祝福しました。市民ホール
おかべでの式典では、市長からのお祝いのメッセー
ジが贈られ、岡部小学校の児童による太鼓の演奏や
当時の恩師によるギターの演奏などで式を盛り上げ
ました。式典後は、久しぶりに再会した友人たちや
恩師との思い出話に花を咲かせていました。

１月27日、見事に澄み渡った冬晴れの
下、大井川河川敷陸上競技場を発着点に第
６回藤枝リバティ駅伝を開催しました。今
年は、４クラス（８部門）に過去最高の
331チームが参加。選手たちは、沿道から
の大きな声援を受けながら、ゴールを目指
してタスキをつなぎました。走り終えた青
島中学校の生徒は「走ってる間は苦しかっ
たけど、仲間の応援が聞こえたので頑張れ
た」と照れながら話してくれました。

１月12日、藤枝・焼津・島田市の中学生約150人
を対象に、藤枝東高校出身のJリーガーによるサッ
カー教室を総合運動公園で開催しました。清水エス
パルスの村松大輔選手・河井陽介選手、ジュビロ磐
田の山田大

ひろ

記
き

選手などが、パスやリフティングなど
の個人技や、コミュニケーションを必要とするゲー
ム形式での実践的な動きを指導しました。

１月７日、藤枝市茶手揉保存会のメンバーが市役所ロビーで、
来庁者に初もみ茶のサービスをしました。手もみの実演では、保
存会のメンバーが蒸し葉の水分を取ったり、形を変えたりする技
法を披露。初もみ茶のサービスでは、茶娘が「手もみ茶はいかが
ですか」と、お茶を振る舞いました。初もみ茶を飲んだ人たちは
一様に「香りがいいですね。おいしいです」と笑顔でした。

１月12日、大旅籠柏屋で年中行事の「新春遊楽会」を開催し
ました。岡部宿まちづくり協議会の人たちの手作り門松と祝い用
の紋幕で新年の装いをした大旅籠柏屋前では、七福神がお出迎え。
中庭では、和太鼓演奏や大道芸が行われました。また、昔ながら
のこま回しや羽根つき、メンコなどを楽しめる一角もあり、親子
の笑い声が周囲の空気を温めていました。

１月22日、岡部聖母保育園の園児が岡部公民館でお茶の作法
を学びました。表千家流の大久保園子さんを講師に迎え、お茶の
飲み方や茶菓子の食べ方など、一連の基本作法を習いました。子
どもたちは、お茶を運ぶ班と飲む班に分かれて体験。年長児は、
茶せんを使ったお茶の入れ方も学びました。参加した子どもは「お
菓子もお茶もおいしかった」と笑顔でした。

１月25日、白ふじの里で、葉梨西北小学校の３年生を対象に
みそ作り体験が行われました。藤枝市農業女性の会「クロッシュ」
のメンバーが講師を務め、子どもたちがみそ作りに挑戦。ゆでた
大豆に米

こめ

麴
こうじ

と塩を加えて、すり鉢とすりこ木を使い、みそを作り
ました。みそ作りの後には、児童とクロッシュのメンバーが一緒
に作った豚汁を食べながら、交流を深めていました。

新成人が大人の仲間入り

みそ作りで世代を超えた交流

見よう見まねでお茶作法

初もみ茶のサービスに笑顔

旅籠で昔ながらのお正月遊び

プロサッカー選手の技を伝授

冬晴れの下、331チームが快走

ＨＯＴ
ほっと
フォト

February．2013
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郷土博物館・文学館の催し
問郷土博物館・文学館　☎645･1100

はつらつシニア大学脳学部受講者募集
問介護福祉課　内線679

大人のための福祉講座
問社会福祉協議会　☎667･2940 

休館日／月曜日
入館料／600円
　（大学生以下480円、中学生以下無料）

市
議
会
２
月
定
例
会

白
色
申
告
の
記
帳
・
帳
簿

国
民
保
険
料
の
口
座
振
替

家
族
介
護
教
室

不
動
産
の
公
売

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

手
ご
ね
パ
ン
教
室

事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
白
色
申
告
の

人
に
対
す
る
現
行
の
記
帳
・
帳
簿
な

ど
の
保
存
制
度
の
対
象
が
、
平
成
26

平
成
25
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料

を
口
座
振
替
で
、
ま
と
め
て
納
め
る

方
法
︵
１
年
分
・
４
月
～
９
月
分
の

半
年
分
︶
に
切
り
替
え
る
場
合
は
、

２
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課　

内
線
６
２
５

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
白
ふ
じ
の
里
へ

☎
６
３
８
・
４
１
５
５

６
３
８
・
４
１
４
４

▼
と
き
／
３
月
２
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
青
島
北
公

民
館　

▼
内
容
／
楽
し
い
笑
い
ヨ
ガ

▼
定
員
／
20
人
︵
申
込
順
︶　

▼
参
加

料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
電
話
で

安
心
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
社
会
福
祉 

協
議
会
へ　

☎
６
４
３
・
３
５
２
６

▼
入
札
日
時
／
３
月
14
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～　

▼
入
札
会
場
／
市
役
所

３
０
３
会
議
室　

▼
見
積
価
額
／
１

２
７
８
万
円　

▼
区
域
／
市
街
化
調

整
区
域

【
土
地
】
…
所
在
：
市
内
与
左
衛
門

１
５
１ｰ

７
ほ
か
１
筆　

地
目
：
宅

地　

登
記
簿
面
積
：
３
３
９
．
２
㎡

【
建
物
】
…
居
宅
：
木
造
瓦
葺ぶ

き

２
階

建
︵
昭
和
58
年
建
築
︶　

床
面
積
：

１
２
８
・
３
３
㎡

問
債
権
回
収
対
策
室　

内
線
６
３
７

▼
と
き
／
２
月
24
日
㈰
午
後
２
時
～

３
時　

▼
と
こ
ろ
／
郷
土
博
物
館
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル　

▼
定
員
／
60

人
︵
先
着
順
︶　

▼
入
館
料
／
６
０

０
円
︵
大
学
生
以
下
４
８
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料
︶　

※
直
接
会
場
へ

問
郷
土
博
物
館☎

６
４
５
・
１
１
０
０

▼
と
き
／
３
月
３
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／

白
ふ
じ
の
里　

▼
内
容
／
２
種
の
お

か
ず
パ
ン　

▼
講
師
／
近
藤
麻あ

さ

美み

さ
ん
︵
パ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
︶ 

▼
定
員
／
20
人
︵
申
込
順
︶　

▼
参

加
料
／
１
８
０
０
円　

▼
持
ち
物
／

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
な
ど　

▼
申
し

込
み
／
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

２
月
19
日
㈫
～
３
月
22
日
㈮
の
32
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

定
例
会
日
程

２
月
19
日
㈫
…
議
案
上
程
、
議
案
質
疑

︵
補
正
予
算
な
ど
︶
☆

３
月
１
日
㈮
…
補
正
予
算
な
ど
の
採

決
、
代
表
質
問
☆

駅
南
自
転
車
駐
車
場
利
用
者

児
童
文
学
講
演
会

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
会

男
女
共
同
参
画
情
報
誌

編
集
委
員

そ
ば
打
ち
体
験
教
室

志
太
地
区
古
建
造
物
巡
り

通
勤
・
通
学
な
ど
で
４
月
以
降
に
駅

南
自
転
車
駐
車
場
を
定
期
利
用
す
る

人
の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
受
付
車
種
／
自
転
車
、
原
動
機
付

自
転
車　

▼
申
し
込
み
／
午
前
９ 

時
～
午
後
４
時
に
、
直
接
、
駅
南
自

転
車
駐
車
場
へ☎

６
３
６
・
６
６
５
２

▼
と
き
／
３
月
17
日
㈰
午
後
１
時
～

３
時　

▼
と
こ
ろ
／
駅
南
図
書
館 

▼
講
師
／
な
か
え
よ
し
を
さ
ん
︵
絵

本
作
家
︶　

▼
定
員
／
１
０
０
人︵
申

込
順
︶　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申

し
込
み
／
２
月
19
日
㈫
か
ら
、
電
話

で
駅
南
図
書
館
へ

☎
６
３
６
・
４
８
０
０

▼
と
き
／
３
月
２
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
蓮
華
寺
池

ホ
ー
ル　

▼
定
員
／
30
人︵
申
込
順
︶

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
上

履
き
、
動
き
や
す
い
服
装　

▼
申
し

込
み
／
２
月
12
日
㈫
か
ら
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
日
本

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
静
岡
・
焼
津
支

情
報
誌
﹁
Ｒ
ｕ
ｎ
ら
ん
ら
ん
﹂
を
一

緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
人 

▼
内
容
／
情
報
誌
作
成
の
た
め
の
企

画
・
取
材
・
編
集
な
ど　

▼
定
員
／

５
人
︵
選
考
︶　

▼
申
し
込
み
／
２

▼
と
き
／
２
月
24
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
白
ふ
じ

の
里　

▼
定
員
／
20
人
︵
申
込
順
︶ 

▼
参
加
料
／
２
千
円　

▼
持
ち
物
／

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
な
ど　

▼
申

し
込
み
／
２
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
白
ふ
じ
の
里

へ　
　
　
　

☎
６
３
８
・
４
１
５
５

６
３
８
・
４
１
４
４

▼
と
き
／
３
月
16
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時　

▼
集
合
場
所
／
郷

土
博
物
館
前
広
場　

▼
コ
ー
ス
／
若

宮
八
幡
宮
、
長
屋
門
な
ど　

▼
定
員
／ 

35
人
︵
申
込
順
︶　

▼
参
加
料
／
３

０
０
円
︵
中
学
生
以
下
１
０
０
円
︶

▼
申
し
込
み
／
２
月
15
日
㈮
か
ら
、

電
話
で
郷
土
博
物
館
へ

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

講演会 ｢絵画修復家が見た天才・山下 清」

　山下 清の作品をよみがえらせ、国際的に活躍する絵
画修復家による講演会。開催中の「山下 清の東海道五
十三次」に合わせて山下 清の貼り絵技法の秘密に迫り
ます。
とき／３月10日㈰午後２時～４時
ところ／文学館講座学習室
講師／岩井希久子さん（絵画修復家）
定員／80人（申込順）　申し込み／電話で郷土博物館へ
※入館料が必要です。

市史講演会 ｢これでおしまい！藤枝の原像｣

　15年間の市史編さんの集大成。名物講師が独自の切り
口で古代から中世の藤枝の特質に迫る締めの講演会。
とき／３月３日㈰午後２時～４時
ところ／生涯学習センターホール

講師／原 秀
ひで

三
さぶ

郎
ろう

さん（静岡大学名誉教授）
定員／250人（申込順）　受講料／無料
申し込み／電話で郷土博物館へ

おやこ名作人形劇

　子どもから大人まで笑い、楽しみ、
感動できる人形劇をお届けします。
がおちゃんメイちゃん

とき／３月２日㈯午後２時～３時
かっぱのお守り

とき／３月20日㈷午後２時～３時
対象／３歳以上
ところ／文学館講座学習室
定員／各100人（申込順）
参加料／400円（中学生以下200円）
申し込み／直接または電話で、郷土
博物館へ

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

▼
と
き
／
３
月
３
日
㈰
午
前
８
時
～

午
後
２
時　

▼
と
こ
ろ
／
藤
の
瀬
会

館
芝
生
広
場　

▼
出
店
料
／
千
円 

▼
申
し
込
み
／
２
月
26
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
で
藤
の
瀬
会
館
へ

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

人
づ
く
り
藤
枝
塾
市
民
講
演
会

▼
と
き
／
３
月
２
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
大

会
議
室　

▼
講
師
／
長
谷
川
真
知
子

さ
ん
︵
浜
松
大
学
教
授
︶　

▼
演
題
／ 

お
も
て
な
し
の
心
の
表
現　

▼
定 

員
／
１
２
０
人
︵
申
込
順
︶　

▼
受

講
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
２
月

28
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で
生
涯
学
習

課
へ　
　
　

☎
６
４
３
・
３
０
４
７

　簡単な読み書きや計算などによる介護予防講座です。
頭の体操を行い、脳を活性化しませんか。

対象／市内に住んでいて、要支援・要介護認定を受けて
いない65歳以上の人

とき・ところ／（全24回）
　①４月９日～９月24日の火曜日…生涯学習センター
　②４月10日～９月25日の水曜日…岡部公民館
　③４月11日～９月26日の木曜日…市武道館
時間／
　Aコース：午前９時10分～10時10分
　Bコース：午前９時50分～10時50分
　Cコース：午前10時30分～11時30分
　※②はAコースがありません。
定員／各コース５～10人（申込順）
受講料／月２千円
申し込み／２月15日㈮から、受講者本人が電話で介護福
祉課へ

　現代社会が抱えている福祉に関する問題を学んで、自
分に今、何ができるか考えてみませんか。

とき 内容
２月26日㈫
　午後６時30分～８時30分 里親・里子について

３月３日㈰
　午前10時～正午 ひきこもりについて

３月９日㈯
　午後１時30分～３時30分 老い支度について

ところ／静岡産業大学（駿河台四）
定員／100人（申込順）
参加料／無料
申し込み／電話またはファクスで社会福
祉協議会へ　 667･3319

お詫びと
訂正

広報ふじえだ１月20日号14ページの「３
歳児健康診査」の日程に誤りがありまし
た。お詫びして訂正します。

（誤）２月５日㈫、12日㈫、19日㈫
↓

（正）２月５日㈫、19日㈫、26日㈫

お詫びと
訂正

広報ふじえだ１月20日号８ページの「健
康推進課」の問い合わせ電話番号に誤り
がありました。お詫びして訂正します。

（誤）内線723
↓

（正）☎645･1111

　
　

４
日
㈪
…
一
般
質
問
☆

　
　

５
日
㈫
…
一
般
質
問
、
議
案
質

疑
☆

　
　

６
日
㈬
…
現
地
審
査

　
　

７
日
㈭
…
常
任
委
員
会

　
　

22
日
㈮
…
採
決
☆

※
☆
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

３
月
８
日
㈮
・
11
日
㈪
～
13
日
㈬
の

４
日
間
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

※
い
ず
れ
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

問
議
会
事
務
局　

内
線
５
１
２

部
へ　
　

☎

２
９
２
・
７
５
３
０

info@
shizuoka-fukiya.net

月
28
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
426‒

8722
市
内
岡

出
山
１‒

11‒

１
男
女
共
同
参
画
課

へ　

内
線
２
９
２

情
報

フ
ァ
イ
ル

情報 ファイル

　〒426-8722
藤枝市岡出山一丁目11番１号
☎643･3111　 643･3604

http://www.city.fujieda.shizuoka.jp/

藤枝市役所

年
1
月
か
ら
拡
大
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
／
事
業
・
不
動
産
・
山
林
所

得
が
生
じ
る
業
務
を
し
て
い
る
人

問
藤
枝
税
務
署☎

６
４
１
・
０
６
８
０
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ま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル

催　　し催　　し催　　し

募　　集募　　集募　　集

陶芸教室会員

社交ダンス藤美会

藤枝エーデルワイスクラブ

藤
ふ じ

生
き

流
りゅう

竹
ち く

生
ぶ

会
か い

第20回焼津福祉会　作品展

発達障害の理解と支援の講演会

田沼 魁
さきがけ

太鼓  第23回定期演奏会

藤枝水墨友の会　作品展

中学生女子ソフトボール部員

舞踊発表会

▼ と き ／２月24日㈰午前９時30	
分～午後４時　 ▼ところ／藤の瀬会館	

▼内容／舞踊の発表、藤枝中学校吹奏
楽部による演奏など　 ▼入場料／無料
※直接会場へ
問小野寺宅	 ☎641･4755
会員募集

▼とき／金曜日または第１～第３土曜
日（月３日程度）で１回約１時間30
分　 ▼ところ／青島第一自治会館（前
島二）　 ▼会費／月３千円　 ▼申し込
み／電話で仲田宅へ	 ☎635･4029

▼とき／２月14日㈭～17日㈰午前９
時～午後５時（17日は午後３時まで）	

▼ところ／ふれあいギャラリー（焼津
市本町五）　 ▼ 内容／施設利用者の絵
画・手工芸・書などの作品展示　 ▼入
場料／無料　※直接会場へ
問焼津福祉会	 ☎629･5712

▼とき／２月24日㈰午後１時30分～	
３時30分　 ▼ ところ／焼津文化会館	

▼入場料／無料　※直接会場へ
問加藤宅	 ☎635･2260

▼ とき／２月23日㈯～25日㈪午前
９時～午後５時（23日は午後１時か
ら、25日は午後３時まで）　 ▼ とこ 
ろ／文化センター　 ▼入場料／無料
※直接会場へ
問横

よこ

地
ち

宅	 ☎635･4834

▼対象／市内に住んでいる60歳以上

▼とき／毎月第１・第２水曜日午前10	
時～正午　 ▼ところ／生涯学習セン
ター　 ▼内 容／500ｇの土で作陶
（500ｇ以上の土は実費）　 ▼講師／
荒内 博さん（陶芸家）　 ▼定員／５人	

▼会費／月３千円～　 ▼持ち物／エプ
ロン　 ▼申し込み／電話で荒内会（阿
形宅）へ	 ☎635･8886

▼内容／月１～２回の登山やハイキン
グなど　 ▼会費／年６千円（別途保険
料1,850円）　 ▼ 申し込み／２月20
日㈬までに、ハガキまたはファクスに
住所・氏名・年齢・電話番号を記入	
し、〒426-0087市内音羽町6-14-1	
目崎哲博宅へ	 ☎ 643･9733

▼ 対象／平成25年度に中学校に通う
女の子　 ▼とき／毎週土・日曜日の昼
間、平日の夜間　 ▼ところ／大井川河
川敷グラウンドほか　 ▼会費／月４千
円（入会金２千円）　 ▼ 申し込み／電
話で、藤枝市ソフトボール協会（手島
宛）へ	 ☎090･1620･6199

▼
平
成
生
ま
れ
の
若
者
か
ら
「
ま
だ

ガ
ラ
ケ
ー
な
ん
で
す
か
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ウ
ェ

ブ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
携
わ
っ
た
私

は
、
も
っ
ぱ
ら
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
携
帯
電

話
“
ガ
ラ
ケ
ー
”
愛
用
者
。
日
本
の

携
帯
電
話
が
世
界
の
通
信
方
式
を
採

用
せ
ず
独
自
で
発
展
し
て
き
た
経
緯

か
ら
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
の
生
物
に

な
ぞ
ら
え
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
区
別
す
る
意
味

で
も
使
わ
れ
ま
す
が
、
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
の
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
そ

ん
な
ガ
ラ
ケ
ー
に
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
も
対
応
。
健
診
な
ど
の
日
程
が

検
索
で
き
る
の
も
便
利
で
す
。
ぜ
ひ

一
度
、
お
試
し
を
…
。

健
康
企
画
課　

広
報
委
員

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

▼
現
在
、
広
報
ふ
じ
え
だ
の
編
集
と

並
行
し
て
、
新
し
い
市
勢
要
覧
を
制

作
し
て
い
ま
す
。
市
勢
要
覧
と
は
、

そ
の
市
が
ど
ん
な
ま
ち
な
の
か
、
概

略
を
説
明
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
都

市
間
競
争
の
中
、
本
市
の
特
徴
を
分

か
り
や
す
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
内
容

を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
特
徴
と
し
て
際
立
っ
て
い

る
の
が
人
口
増
加
。
平
成
24
年
の
県

内
の
人
口
増
加
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
ダ

ン
ト
ツ
の
１
位
（
平
成
24
年
県
推
計

人
口
年
報
）。「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
私
た
ち
に
と
っ

て
う
れ
し
い
結
果
で
し
た
。

　

市
勢
要
覧
の
完
成
ま
で
楽
し
み
に

お
待
ち
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　

Ⓔ

編

集
後
記

▼ と き／２月24日㈰午前９時30	
分～10時30分　 ▼ところ／文化セン
ター　 ▼定員／20人（申込順）　 ▼参
加料／無料　 ▼ 申し込み／２月20日
㈬までに、電話またはファクスで宮田
宅へ	 ☎ 635･8540

▼とき／２月25日㈪午後２時30分～
４時　 ▼ところ／焼津市総合福祉会館	

▼講師／杉山登志郎さん（浜松医科大
学特任教授）　 ▼ 定員／200人（申込
順）　 ▼ 参加料／無料　 ▼ 申し込み／
２月22日㈮までに、電話で社会福祉
法人高

こう

風
ふう

会
かい

 暁
あかつき

へ	 ☎620･9202

日本盆栽協会
志太榛原･志太中央支部　合同盆栽展

▼とき／３月2日㈯・３日㈰午前９時
30分～午後５時（３日は午後４時ま
で）　 ▼ ところ／文化センター　 ▼ 入
場料／無料　※直接会場へ
問岩井宅	 ☎641･8907

喜多町タマちゃん　招き猫まつり

▼とき／２月22日㈮午前10時30分～	
午後１時　 ▼ところ／喜多町名店街事
務所　 ▼内容／もち花・猫グッズ・手
作り小物・食品の販売、駿河台幼稚園
ぬり絵の作品展など　※直接会場へ
問喜多町名店街	 ☎646･5340

駅北フェスタ歩行者天国

▼とき／①２月23日㈯、②３月23日
㈯午前10時～午後２時　 ▼ ところ／

女流能楽師による
能楽入門（観世流）説明会･見学会

藤枝駅前商店街れんが道　 ▼内容／①
駅前サッカーリレー大会（藤枝ＭＹＦ
Ｃが参戦）、浅羽由紀さんのピアノ弾
き語りなど、②起震車体験、県警察音
楽隊の演奏、キッズダンスなど
※イベント当日は、藤枝駅前商店街れ
んが道（車道も含む）が歩行者天国
となります。
※出店者も募集しています。
問藤枝駅前商店街振興組合
	 ☎641･0707

問消防本部　☎641･5000

平成24年 救急・救助・火災統計

救急救助・火災出動はいずれも減少
1

火災発生状況	 【表１】
平成24年 平成23年 増減

火
災
件
数

建 物 25件 20件 ５件
林 野 １件 １件 ±０件
車 両 ３件 ７件 －４件
その他 ８件 14件 －６件
計 37件 42件 －５件

焼損面積 建 物 872㎡ 725㎡ 147㎡
林 野 ６ａ ３ａ ３ａ

損 害 額 46,434千円 83,423千円 －36,989千円

死傷者数 死 者 １人 １人 ±０人
負傷者 ７人 ９人 －２人

り災世帯数 22世帯 ９世帯 13世帯
り 災 人 数 65人 30人 35人

※平成24年の損害額は概算。

原因別火災発生状況	 【表２】
平成24年 件数 平成23年 件数
た ば こ ４件 た ば こ ７件
コ ン ロ ４件 コ ン ロ ４件
火 遊 び ４件 た き 火 ３件

放火または放火の疑い ４件 放火または放火の疑い ２件
ス ト ー ブ ３件 そ の 他 26件
た き 火 １件
そ の 他 15件
調 査 中 ２件
合 計 37件 合 計 42件

救急出動件数は４年ぶりの減少
平成24年の救急出動件数は前年と比較して44件減少し、

4,953件でした。救急出動の減少は４年ぶりです（グラフ
１）。救急出動件数の減少の主な要因は、交通事故による
出動が減少したことが挙げられます。しかし、急病やケガ
などの一般負傷は依然として増加傾向にあります。
種別では、「急病」が2,947件で最も多く、全体の約６割
を占めています。２番目は、転んでケガをしたなどの「一
般負傷」の623件、３番目は「交通事故」の546件となって
います。

市消防本部では、通常４台の救急車で救急活動を行って
います。しかし、一度にすべての救急車が出動することが
度々あります。救急ではない人が救急車を呼ぶと、一刻を
争う人への対応が遅れて、救える命が救えなくなります。
救急車の適正利用にご協力をお願いします。

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24（年）

4,348

4,303
4,376

5000
（件）

4500

4,1184,118

4,6044,604

4,997

4,953救急出動件数の推移
【グラフ１】

火災発生件数は37件で前年より５件減少
平成24年に発生した火災件数は37件で、前年の42件と比

べて５件減少しました。建物火災により、前年と同じ１人
の尊い命が失われています。また、負傷者は７人で、前年
に比べ２人減少しました（表１）。
火災種別は、「建物」が25件で最も多く、次いで「車両」

3

平成24年の救助出動件数は、前年に比べて15件減少し
て55件でした。救助種別では、交通事故が26件で最も多く、
全体の約半数を占めています。平成23年は、「機械による
事故」が１件でしたが、平成24年は４件と増加しました。

2 救助出動件数は15件の減少

が３件となっています（表１）。
原因別は「たばこ」「コンロ」「火遊び」「放火または放
火の疑い」が、いずれも４件で最も多くなっています（表２）。
地区別に見ると、青島地区が９件と、最も多く火災が発
生しています。次いで、藤枝・葉梨・広幡地区でいずれも
５件の火災が発生しています。

◦たばこの始末は確実にする。
◦コンロを使用しているときは、そばから離れない。
◦建物の周囲に燃えやすい物を放置せずに、放火をされな
いように整理整頓を心掛ける。
◦ストーブやファンヒーターは、カーテンや障子・ふすま
などの燃えやすい物から離して使用する。

火災を未然に防ぐ４つのポイント

平成18年６月に改正された消防法で、すべての住宅で
住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。しかし、
市内の住宅の推計設置率（昨年６月末現在）は、約70%。
もしものときに自分や大切な家族の命を守るために、住宅
用火災警報器を設置しましょう。自分で設置できない人は、
地元の消防団か消防本部にご相談ください。

もしものときに命を守るために…

救急車の適正利用を…

で３月から参加できる人　 ▼とき／
午前９時30分～11時30分（月4回）	

▼ところ／藤美園・生涯学習センター	

▼定員／15人（申込順）　 ▼参加料／
月２千円　 ▼持ち物／ダンスシューズ	

▼申し込み／電話で藤美園へ
	 ☎643･9655



ひなひな

問岡部宿大旅籠柏屋
☎667･0018
開館時間／午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
休館日／月曜日　　入館料／ 300円（中学生以下無料）

　ご　　　　てん　　　かざり　ご　　　　てん　　　かざり

市指定有形文化財の「御殿飾」を特別展示
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